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歳
入
は
、
市
の
財
源
と
し
て

入
っ
て
く
る
お
金
で
す
。
そ
の
決

算
額
は
１
８
６
億
５,
５
３
１
万

３,
６
７
１
円
。
グ
ラ
フ
１
（
下
・

円
グ
ラ
フ
）
は
、
そ
の
内
訳
を
表

し
た
も
の
で
す
。

　
所
得
税
・
消
費
税
な
ど
の
国
税

の
一
部
を
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
地

方
交
付
税
が
約
31
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
次
い
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
民
税
な

ど
の
市
税
が
約
24
％
。
続
い
て
定

額
給
付
金
、
生
活
支
援
や
公
共
施

設
改
修
な
ど
特
定
事
業
に
対
す
る

国
か
ら
支
出
さ
れ
た
国
庫
支
出
金

が
約
14
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
以

下
、
市
債
、
県
支
出
金
、
繰
越
金
、

諸
収
入
、
地
方
消
費
税
交
付
金
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
が
、

平
成
22
年
第
３
回
桜
川
市
議
会
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
財
政
の
中
心
、
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
が
１
８
６
億
５,

５
３
１
万
３,
６
７
１
円
、
歳
出
決
算
額
が
１
８
１
億
８,

７
７
６
万
１,
４
８
９
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
、
そ
の
決
算
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

１
８
６
億
５,
５
３
１
万

３,
６
７
１
円

歳入歳入

市税（24.4％）

45億4,986万4,661円

市税（24.4％）

45億4,986万4,661円

地方交付税（31.1％）

58億793万7千円

繰入金（1.9％）… 3億5,025万6千円
地方譲与税（1.7％）… 3億891万6,963円
使用料および手数料（0.9％）… 1億6,001万401円
分担金および負担金（0.8％）… 1億5,165万4,698円
自動車取得税交付金（0.4％）… 7,763万8千円
地方特例交付金（0.4％）… 6,901万6千円
ゴルフ場利用税交付金（0.3％）…5,889万3,696円
財産収入（0.2％）… 3,307万7,567円
利子割交付金（0.1％）… 1,599万8千円
交通安全特別対策交付金（－）… 613万3千円
配当割交付金（－）… 515万2千円
株式等譲渡所得割交付金（－）… 291万円
寄附金（－）…30万5,644円

地方消費税交付金（ 2.2％）

4億362万円

諸収入（ 2.4％）

4億4,873万4,693円

繰越金（ 3.2％）

6億586万8,367円

県支出金（ 4.9％）

9億1,344万8,140円

市債（11.4％）

21億3,400万8千円

国庫支出金（ 13.7％）

25億5,187万841円

１
８
１
億
８,
７
７
６
万

１,
４
８
９
円

区　　　　　分 歳　　　　入 歳　　　　出

一　般　会　計 186 億 5,531 万 3,671 円 181 億 8,776 万 1,489 円

特

別

会

計

国民健康保険 60億 5,506 万 6,583 円 57 億 5,639 万 6,169 円

老人保健 2,886 万 9,399 円 2,776 万 4,739 円

農業集落排水事業 4億 1,099 万 7,733 円 3億 9,662 万 5,413 円

公共下水道事業 9億 5,854 万 2,343 円 9億 4,916 万 9,484 円

介護保険 31億 6,128 万 4,817 円 30 億 4,264 万 6,739 円

介護サービス事業 714 万 1,105 円 511 万 336 円

後期高齢者医療 3億 3,528 万 6,361 円 3億 3,480 万 8,874 円

合　　　　　計 296 億 1,250 万 2,012 円 287 億 28 万 3,243 円

■歳入・歳出総額

歳出歳出

議会費（ 1.0％）… 1億8,676万3,242円
商工費（ 1.0％）… 1億8,646万2,041円
諸支出金（ － ）… 501万3,042円
労働費（ － ）… 198万3,500円
災害復旧費（ － ） … 0円
予備費（ － ）… 0円

消防費（ 4.4％）

7億9,643万615円

民生費（22.7％）

41億3,280万7,145円

民生費（22.7％）

41億3,280万7,145円

総務費（16.7％）

30億3,401万6,227円

総務費（16.7％）

30億3,401万6,227円

教育費（15.1％）

27億4,993万8,628円

教育費（15.1％）

27億4,993万8,628円

衛生費（10.4％）

18億8,908万6,138円

衛生費（10.4％）

18億8,908万6,138円

農林水産業費（9.3％）

16億9,403万8,830円

農林水産業費（9.3％）

16億9,403万8,830円

公債費（10.0％）

18億2,147万9,396円

公債費（10.0％）

18億2,147万9,396円

土木費（9.3％）

16億8,974万2,685円

土木費（9.3％）

16億8,974万2,685円

市民一人当たりでは

金
な
ど
の
総
務
費
、
続
い
て
学
校

施
設
の
耐
震
工
事
や
生
涯
学
習
の

振
興
な
ど
に
使
わ
れ
た
教
育
費
、

病
気
の
予
防
や
健
診
・
ご
み
処
理

な
ど
に
使
わ
れ
た
衛
生
費
、
公
債

費
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

2121

一
般
会
計
・

歳
出
の
内
訳

一
般
会
計
・

歳
出
の
内
訳

一
般
会
計
・

歳
入
の
内
訳

一
般
会
計
・

歳
入
の
内
訳

使われたお金
382,256円

納めていただいた市税
95,626円

※一般会計歳出をもとに、平成 22
　年 3 月末日現在の人口 47,580
　人で算出しました。

区　　　分 収　　　入 支　　　出

収益的事業

水道料金による収入と、水を作っ

たり家庭に送ったりするための維

持管理などを中心とした営業活動

の収支

9億 9,456 万 5,148 円 10 億 3,927 万 3,820 円

資本的事業

古くなった水道施設の改良や、新

しい施設を造るために必要な資金

の収支

2億 8,234 万 9,900 円 5億 4,433 万 6,095 円

民生費　86,860 円

お
年
寄
り
や
身
体
の

不
自
由
な
方
な
ど
の

た
め
に

総務費　63,767 円

戸
籍
、
庁
舎
管
理
や

選
挙
経
費
、
定
額
給

付
金
に

農林水産業費　35,604 円

農
業
を
一
層
盛
ん
に

す
る
た
め
に

土木費　35,514 円

道
路
な
ど
の
建
設
・

修
繕
な
ど
に

教育費　57,796 円

学
校
施
設
の
維
持
補

修
や
生
涯
学
習
振
興

な
ど
に

公債費　38,282 円

市
の
借
入
金
の
返
済

な
ど
に

衛生費　39,703 円

ご
み
処
理
や
公
衆
衛

生
費
に

消防費　16,739 円

防
災
対
策
、消
防
、緊

急
救
命
活
動
な
ど
に

議会費 ･ 商工費 ･ 諸支出金・
労働費 ･ 災害復旧費　7,991 円

議
会
や
商
工
労
働
な

ど
に

市民税 　43,334 円

固定資産税　45,072 円

( グラフ１)

( グラフ２)

　
歳
出
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
た

め
に
使
わ
れ
る
お
金
で
す
。
そ
の

決
算
額
は
１
８
１
億
８,
７
７
６
万

１,
４
８
９
円
。
グ
ラ
フ
２
（
下
・

円
グ
ラ
フ
）
は
、
歳
出
を
目
的
別

に
表
し
た
も
の
で
す
。

　
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

方
な
ど
の
た
め
使
わ
れ
た
民
生
費

が
最
も
多
く
、
次
い
で
戸
籍
・
庁

舎
管
理
や
選
挙
経
費
、
定
額
給
付

※一般会計歳入の市税をもとに、
　平成 22 年 3 月末日現在の人
　口 47,580 人で算出しました。

■水道事業会計決算

軽自動車税　1,682 円

市たばこ税　5,537 円



4さくらがわ　2010.11.1

行 政

情 報
市の動き

市
監
査
委
員
に

増ま

す

田だ

　
昇

の
ぼ
る 

氏が
選
任

　
平
成
22
年
９
月
28
日
開
会
の
第

５
回
臨
時
議
会
で
、
増
田 

昇 

氏

が
市
監
査
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

■
主
な
経
歴
／
旧
岩
瀬
町
議
会
議

員
、
桜
川
市
議
会
議
長

市
農
業
委
員
に
４
氏
が
選
任

　
桜
川
市
農
業
委
員
会
委
員
に
、

市
議
会
推
薦
の
塚
本 

明
氏
、
増

田 

俊
夫
氏
、
佐
藤 

美
代
子
氏
が

平
成
22
年
９
月
28
日
付
け
で
、
土

地
改
良
区
推
薦
の
飯
島 

義
邦
氏

が
平
成
22
年
10
月
１
日
付
け
で
そ

れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

農業委員会委員

塚
つか

本
もと

　明
あきら

 氏
（真壁町源法寺 761-1）

農業委員会委員

増
ます

田
だ

　俊
とし

夫
お

　氏
（大国玉 4485-3）

農業委員会委員

佐
さ

藤
とう

　美
み

代
よ

子
こ

 氏
（金敷 167-2）

市監査委員

増
ます

田
だ

　昇
のぼる

 氏
（友部地区）

農業委員会委員

飯
いい

島
じま

　義
よし

邦
くに

 氏
（高久 243-1）

し
て
い
ま
す
。

●
休
日
納
税
相
談

・
相
談
日
／
毎
月
の
最
終
日
曜
日

・
時
間
／
９
時
～
16
時

・ 

場
所
／
市
役
所 

大
和
庁
舎
１

階
（
収
税
課
）

●
平
日
延
長
窓
口

・
相
談
日
／
毎
週
木
曜
日

・
時
間
／
17
時
15
分
～
19
時
30
分

・ 

場
所
／
市
役
所 

大
和
庁
舎
１

階
（
収
税
課
）

※
納
税
相
談
を
す
る
場
合
は
、
事

前
に
収
税
課
ま
で
電
話
連
絡
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

納
税
は
安
心
・
便
利
・
　

確
実
な
口
座
振
替
で
！

　
市
で
は
「
ウ
ッ
カ
リ
を
シ
ッ
カ

リ
ふ
せ
ぐ
市
税
等
の
口
座
振
替
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
口
座

振
替
に
よ
る
納
税
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
市
内
の
各
金
融
機
関
や
郵
便
局

に
も
口
座
振
替
依
頼
書
を
設
置

し
、
ど
の
支
店
・
支
所
か
ら
も
申

込
み
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ま
だ
口
座
振
替
を
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
収
税
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
１
１
３
６
・
１
１
３
７
）

納
税
推
進
を
実
施

　
11
月
は
、
収
税
対
策
推
進
月
間

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
市
税
な
ど
が
未
納
と
な
っ
て
い

る
ご
家
庭
を
、
職
員
が
夜
間
ま
た

は
休
日
に
訪
問
し
、
納
税
推
進
を

実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
訪
問
す
る
職
員
は
、
必

ず
身
分
証
明
書
を
携
行
し
て
お
り

ま
す
。

※
対
象
と
な
る
市
税
な
ど

 

住
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動

車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
納
税
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

　
災
害
や
病
気
、
失
業
、
事
業
の

廃
止
な
ど
で
納
税
が
困
難
に
な
っ

た
時
に
は
、
分
割
納
付
や
一
定
期

間
の
納
税
猶
予
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
こ
と
が

出
来
な
い
と
き
は
、
大
和
庁
舎 

収
税
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

休
日
・
平
日
延
長
窓
口
の

納
税
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
平
日
は
仕
事
な
ど
で
納
税
相
談

に
来
庁
す
る
の
が
困
難
な
方
の
た

め
に
、
次
に
よ
り
休
日
ま
た
は
平

日
の
時
間
外
に
納
税
相
談
を
実
施

11月は収税対策推進月間です
市税などの納め忘れはありませんか？

11 月に市全職員で市税などの納税推進を実施
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る
人
々
へ
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
や
市
観
光
Ｐ
Ｒ
ス
ペ
ー
ス
も
設

置
い
た
し
ま
す
。

②
集
会
ホ
ー
ル

　
可
動
席
に
て
最
大
収
容
３
０
０

人
の
ス
テ
ー
ジ
と
音
響
装
置
付
き

の
集
会
ホ
ー
ル
で
す
。
客
席
収
納

時
に
は
、
平
戸
間
の
ホ
ー
ル
と
し

て
様
々
な
地
域
活
動
に
利
用
で
き

ま
す
。

③
展
示
機
能

　
桜
川
市
の
歴
史
文
化
遺
産
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
の
展
示
室
を
３

つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
て
表
現
し
て

い
き
ま
す
。

④
図
書
情
報
機
能

　
約
１
７,
０
０
０
冊
規
模
の
本

を
開
架
し
ま
す
。
ま
た
、
児
童
図

書
室
や
プ
レ
イ
ル
ー
ム
、
Ａ
Ｖ
検

索
コ
ー
ナ
ー
、
閲
覧
・
学
習
室
な

ど
目
的
に
応
じ
た
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
配
置
し
ま

す
。

　
次
回
は
、
建
物
の
コ
ン
セ
プ
ト

な
ど
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る

事
項
を
お
知
ら
せ
し
、
併
せ
て
施

設
の
名
称
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

（
平
成
22
年
12
月
初
旬
募
集
開
始

予
定
）

■
問
合
先
／
文
化
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係 

多
目
的
複
合
施
設

担
当
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

町
並
み
と
調
和
し
た
多
目
的

機
能
を
備
え
た
施
設
整
備

　
真
壁
地
区
で
、
地
域
の
生
涯
学

習
・
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
た
、
真
壁
中
央
公
民

館
の
老
朽
化
に
伴
う
建
替
え
と
同

時
に
、
桜
川
市
全
体
の
歴
史
的
遺

産
の
保
存
展
示
を
含
め
た
多
目
的

複
合
施
設
を
中
心
市
街
地
活
性
化

を
図
れ
る
よ
う
に
、
現
在
、
整
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
場
所
は
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区（
重
伝
建
）

内
の
公
共
施
設
で
あ
る
た
め
、
町

並
み
景
観
と
の
調
和
や
多
く
の
観

光
客
を
受
け
入
れ
る
拠
点
と
し
て

魅
力
的
な
多
目
的
機
能
が
求
め
ら

れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
土
地
が
江
戸
時

代
の
真
壁
陣
屋
跡
で
あ
る
こ
と
か

ら
発
掘
調
査
を
行
い
、
発
見
さ
れ

た
成
果
を
活
か
し
て
隣
接
し
た
真

壁
中
央
公
園
の
遺
構
表
示
も
含
め

た
一
体
的
な
公
共
施
設
整
備
事
業

を
計
画
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
歴
史
的
環
境
に

配
慮
し
た
合
理
的
な
土
地
利
用
と

施
設
の
効
率
的
な
管
理
運
営
が
で

き
、
新
た
な
集
い
の
場
と
し
て
多

く
の
市
民
の
皆
様
に
利
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

市
民
参
画
に
よ
る
施
設
計
画

と
新
た
な
建
築
工
法

　
施
設
の
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
優

れ
た
提
案
を
し
た
設
計
者
と
契
約

し
、
施
設
計
画
を
市
民
の
皆
様
と
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
し
て

検
討
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
施
設
の
適
正
規
模
と
地
域
に
根

ざ
し
た
様
々
な
使
い
勝
手
が
可
能

な
空
間
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
建
物
の
特
徴
と
し
て
は
、
日
本

初
の
「
鉄
骨
耐
震
型
付
ラ
ー
メ
ン

造
」
と
い
う
鉄
板
に
よ
る
壁
を
構

造
体
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
柱
や

壁
の
少
な
い
大
き
な
空
間
を
頑
丈

に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
と
し
て
、
屋
根
に
太
陽
光
発

電
と
太
陽
熱
利
用
（
Ｏ
Ｍ
ソ
ー

ラ
ー
）
を
設
置
し
、
維
持
管
理
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

施
設
内
の
各
種
機
能

①
集
会
・
会
議
機
能

　
用
途
に
応
じ
た
使
い
方
が
出
来

る
よ
う
、
大
き
さ
の
違
う
４
つ
の

会
議
室
と
和
室
・
調
理
室
を
配
置

し
、さ
ら
に
、防
音
機
能
付
き
音
楽

室
や
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
地
域

交
流
の
場
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
正
面
玄
関
に
は
、
訪
れ

　現在、真壁中央公民館跡地に建設中の「多目的複合施設（仮称）」について、その概要をお知らせいたします。

　今後、魅力ある町並みの象徴となることが期待されるこの施設にふさわしい名称を市民の皆様から募集い

たします。

建設中の多目的複合施設完成予想鳥
ちょうかんず

瞰図建設中の多目的複合施設完成平面図

桜川市多目的複合施設（仮称）
建設工事が進められています
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桜
川
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
協
議
会

設
立
５
周
年
記
念
講
演
会

小こ

島じ
ま

茂し
げ

之ゆ
き

さ
ん（
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
）

坂
戸
小
学
校
で
陸
上
競
技
の
実
技
指
導

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

in
サ
ン
ホ
ー
ム
真
壁

か
ぼ
ち
ゃ
の
重
さ
を
競
う

「
桜
川
か
ぼ
ち
ゃ
品
評
会
」
開
催

霞
ヶ
浦
水
質
浄
化
・
下
水
道

接
続
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

商
工
会
青
年
部
が
清
掃
活
動

鈴
木
さ
ん
の
助
産
師
と
し
て
多
く
の
い
の
ち

の
誕
生
を
見
守
っ
て
き
た
現
場
の
生
の
声
に
、

い
の
ち
の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
た
講
演
会
に

な
り
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
小
島
さ
ん
（
写
真
左
）
か
ら

速
く
走
る
た
め
の
秘
訣
〝
腕
を
大
き
く
振
れ

ば
歩
幅
も
広
が
り
速
く
走
れ
る
〟
を
教
わ
り

真
剣
に
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

（
写
真
右
か
ら
）
小こ

山や
ま

啓ひ
ろ

久ひ
さ

さ
ん
、
坂さ

か

元も
と

理り

恵え

さ
ん
、
歳と

し

森も
り

今き

ょ

う

こ

日
子
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
生

演
奏
に
入
所
者
の
み
な
さ
ん
は
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

堤
上
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
前
に
は
自
慢
の

ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
に
水
質
浄
化
・
下
水
道
接
続
促

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
（
写
真
右
か
ら
）

鈴
木
県
下
水
道
課
長
と
中
田
市
長

商
工
会
法
施
行
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
雨

引
観
音
境
内
と
そ
の
周
辺
で
清
掃
活
動
を

行
っ
た
商
工
会
青
年
部
の
皆
さ
ん

　
10
月
３
日（
日
）、大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー「
シ

ト
ラ
ス
」
を
会
場
に
、
桜
川
市
民
生
委
員
児
童
委

員
連
合
協
議
会
が
、
群
馬
県
助
産
師
会 

鈴
木
せ

い
子 

会
長
を
講
師
に
迎
え
『
い
の
ち
の
講
演
会
』

と
題
し
て
、
設
立
５
周
年
記
念
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
た
「
生

き
て
る
だ
け
で
１
０
０
点
満
点
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
会
に
は
、
市
民
の
皆
様
や
関
係
者
約

５
０
０
人
が
参
加
。
同
氏
の
助
産
師
と
し
て
長
年

い
の
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
多
く
の
い
の
ち
の

誕
生
を
見
守
っ
て
き
た
現
場
の
生
の
声
に
、
参
加

者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
９
月
28
日
（
火
）、
坂
戸
小
学
校
体
育
館
で

２
０
０
０
年
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
４
０
０
㍍

リ
レ
ー
6
位
入
賞
の
小
島
茂
之
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
「
平
成
22
年
度
ス
ポ
ー
ツ
選
手
活
用
体
力
向
上

事
業
」（
主
催
／
文
部
科
学
省
・（
財
）
日
本
体
育

協
会
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
児
童
が
陸
上
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

と
と
も
に
運
動
し
、
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
陸
上

競
技
に
対
す
る
興
味
や
関
心
を
高
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
同
氏
か
ら
「
陸
上
競
技
の
楽
し
さ
」

と
い
う
講
話
と
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
方
法

や
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
た
短
距
離
走
実
技
指
導
を

分
か
り
や
す
く
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
サ
ン
ホ
ー
ム
真
壁
」

（
下
谷
貝
地
区
）
で
、
入
所
者
と
そ
の
家
族
の
み
な

さ
ん
に
生
の
演
奏
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
第

３
回
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
現
在
活
躍
中
の
演
奏
家
３

人
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
小こ

山や
ま

啓ひ
ろ

久ひ
さ

さ
ん
、
フ
ル
ー

ト
／
坂さ

か

元も
と

理り

恵え

さ
ん
、
ピ
ア
ノ
／
歳と

し

森も
り

今き

ょ

う

こ

日
子
さ

ん
）
の
方
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
民
謡
や
懐な

つ

メ
ロ

な
ど
の
演
奏
。
み
ん
な
で
合
唱
も
行
う
な
ど
、
み

な
さ
ん
は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
模

擬
店
や
バ
ザ
ー
な
ど
も
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
盛
り
た

く
さ
ん
の
楽
し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　
堤
上
地
区
の
堤
上
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
丹

精
込
め
て
育
て
た
自
慢
の
か
ぼ
ち
ゃ
の
重
さ
を
競

う「
桜
川
か
ぼ
ち
ゃ
品
評
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
11
回
目
を
迎
え
る
こ
の
品
評
会
に
は
、

32
個
の
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
が
持
ち
寄
ら
れ
、
結

果
、
73
㎏
の
か
ぼ
ち
ゃ
を
育
て
た
深ふ

か

谷や

理り

彰し
ょ
う

さ
ん

（
堤
上
地
区
）
が
見
事
優
勝
。
ほ
か
「
か
ぼ
ち
ゃ

ら
し
い
で
賞
」「
美
肌
で
賞
」「
不
細
工
で
賞
」
な

ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
賞
も
あ
り
ま
し
た
。

　「
今
年
は
猛
暑
に
よ
り
生
育
が
悪
く
、
栽
培
に

は
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。
来
年
は
、
一
層
努
力
し

て
更
に
大
き
な
か
ぼ
ち
ゃ
を
作
り
た
い
。」
と
、

参
加
者
は
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

　
９
月
26
日
（
日
）、
買
い
物
客
で
賑
わ
う
㈱
カ

ス
ミ
岩
瀬
店
で
、
地
域
住
民
の
皆
様
に
水
質
浄
化

の
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
霞
ヶ
浦
と
桜
川

の
環
境
保
全
を
推
進
す
る
「
霞
ヶ
浦
問
題
協
議
会

桜
川
流
域
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
下
水
道
接
続
を
促
進
す

る
茨
城
県
と
桜
川
市
が
、
水
質
浄
化
・
下
水
道
接

続
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
霞
ヶ
浦
の
水
質
汚
濁
は
、
流
域
人
口
の

増
加
や
経
済
活
動
の
進
展
に
伴
い
極
め
て
憂
慮
す

べ
き
状
況
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
水
質
浄

化
に
努
め
、
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
に
1

日
で
も
早
く
接
続
し
、
き
れ
い
な
霞
ヶ
浦
を
取
り

戻
し
ま
し
ょ
う
。

　
８
月
26
日
（
木
）、
市
観
光
名
所
の
一
つ
雨
引

観
音
境
内
と
そ
の
周
辺
で
、
桜
川
市
商
工
会
青
年

部
（
高た

か

橋は
し

良よ
し

之ゆ
き

部
長
）
の
皆
さ
ん
26
人
が
ご
み
拾

い
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
商
工
会
法
施
行
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
の
一
環
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
全
国
の
商
工
会

青
年
部
員
が
、
同
日
・
同
時
刻
に
各
地
域
の
清
掃

活
動
を
行
う｢

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
全
国
大
会｣

の

中
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　「
長
き
に
わ
た
り
商
工
会
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
地
域
の
皆
様
へ
の
感
謝
を
込
め
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
市
内
各
所
で
の
実
施
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。」
と
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
全
国
秋
の
交
通
安
全
期
間
中
の
９
月
30
日

（
木
）、
桜
川
警
察
署
（
坂さ

か

本も
と

恵
め
ぐ
む

署
長
）
で
、
真

壁
小
学
校
６
年
の
佐さ

藤と
う

春は
る

喜き

君
、
櫻

さ
く
ら

井い

拓た
く

海み

君
、

榎え
の
き
ど戸

健け
ん

君
、
金か

ね

子こ

茂し
げ

大ひ
ろ

君
が
1
日
署
長
を
務
め
ま

し
た
。

　
佐
藤
君
ら
は
、
交
通
安
全
子
供
自
転
車
茨
城
県

大
会
で
優
勝
し
全
国
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
か
ら

今
回
の
起
用
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
、
坂
本
署
長

か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、
玄
関
前
で
全
署
員
に
「
こ

れ
か
ら
も
交
通
事
故
防
止
活
動
を
お
願
い
し
ま

す
。」
と
、
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
後
、
パ
ト
カ
ー

に
分
乗
し
市
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
と
出
発
し
ま
し

た
。

真
壁
小
児
童
４
人
が１

日
警
察
署
長

桜
川
警
察
署
で
1
日
署
長
を
務
め
た
真
壁
小

6
年
生
の
（
写
真
左
か
ら
）
金
子
茂
大
君
、

榎
戸
健
君
、
櫻
井
拓
海
君
、
佐
藤
春
喜
君

　
10
月
5
日
（
火
）、
岩
瀬
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
三み

代し

ろ

克か

つ

広ひ

ろ 

会
長
）
か
ら
、
小

児
用
お
む
つ
交
換
台
（
1
台
）
の
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
岩
瀬
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

社
会
奉
仕
委
員
会
の
事
業
の
一
環
と
し
て

『
地
域
密
着
型
の
奉
仕
活
動
を
模
索
し
、

地
域
の
「
た
め
に
」
か
ら
地
域
と
「
と
も

に
」
出
来
る
奉
仕
活
動
を
目
指
し
た
い
。』

と
い
う
、
同
委
員
会
の
活
動
方
針
・
計
画

に
基
づ
き
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　「
今
回
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
お
む
つ

交
換
台
は
、
早
速
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
様

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
配
慮
し
て

い
き
ま
す
。」
と
、
市
長
。

岩
瀬
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
お
む
つ
交
換
台
が
寄
贈

岩
瀬
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
（
写
真
左
か
ら
、

川か
わ

崎さ
き

純
じ
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん
、
三み

代し
ろ

克か
つ

広ひ
ろ 

会
長
、
友と

も

常つ
ね

清き
よ

美み

さ

ん
）
か
ら
中
田
市
長
（
写
真
右
）
に
お
む
つ
交
換
台

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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INFORM
ATION

情
報
ひ
ろ
ば

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
社
会
実
験
が

始
ま
り
ま
す

桜
川
市
観
光
協
会

　
市
で
は
観
光
協
会
に
委
託
し
、
11

月
３
日
（
水
・
文
化
の
日
）
か
ら
、

社
会
実
験
と
し
て
「
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
事
業
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
に
よ
り
、
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
の
需
要
や
観
光
調
査
を
行
い
、

今
後
も
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
継

続
し
て
実
施
で
き
る
か
を
検
討
い
た

し
ま
す
。

■
貸
出
期
間
／
11
月
３
日
（
水
）
〜

平
成
23
年
３
月
27
日
（
日
）
ま
で
の

土
・
日
、
祝
日
（
真
壁
の
ひ
な
ま
つ

■
行
事
／
11
月
７
日
（
日
） 

林
野
火

災
防ぼ

う

禦ぎ
ょ

訓
練
（
真
壁
町
羽
鳥
地
内
山

林
）、火
災
予
防
パ
レ
ー
ド（
市
全
域
）

■
住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

７
つ

の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・ 

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・ 

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
防
災
品

を
使
用
す
る
。

・ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る
。

・ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

桜
川
市
立
紫
尾
小
学
校 

９
時
出
発

■
コ
ー
ス
／
紫
尾
小
↓
つ
く
し
湖
↓

薬
王
院
↓
酒
寄
地
区
で
み
か
ん
狩
り

↓
紫
尾
小

■
電
話
受
付
／
11
月
15
日
（
月
）
〜 

50
人
募
集（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
会
費
／
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
会
員
無

料
・
一
般 

５
０
０
円
（
保
険
代
な
ど
）

■
持
ち
物
／
歩
き
や
す
い
服
装
と
弁

当
、
雨
具
、
水
筒
な
ど

■
問
合
先
／
桜
川
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ 

蛯え
び

原は
ら

正ま
さ

善よ
し

（
☎
０
２
９
６-

75-

０
３
２
９
）、ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
３
２
３
１
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

多
重
債
務
者
向
け
無
料
法
律
相

談
会
を
開
催

茨
城
県
生
活
文
化
課

　
多
重
債
務
者
を
対
象
に
、
無
料
法

律
相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
借

金
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
是
非
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
弁
護
士
、
司
法
書

士
、
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。（
秘
密
厳
守
）

■
日
時
／
11
月
25
日
（
木
） 

10
時
〜

16
時

■
場
所
／
桜
川
市
役
所 

岩
瀬
庁
舎

■
定
員
／
20
人
（
事
前
予
約
制
・
先

着
順
）

■
申
込
期
限
／
11
月
24
日
（
水
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県
生
活

文
化
課
（
☎
０
２
９-

３
０
１-

２
８
２
９
）

家
庭
の
日
フ
ォ
ー
ラ
ム

茨
城
県
保
健
福
祉
部

　
家
庭
の
日
に
、
親
子
・
家
族
の
き

ず
な
や
ふ
れ
あ
い
の
大
切
さ
に
つ
い

て
、
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
11
月
21
日
（
日
）
12
時
45

分
〜
14
時
55
分
（
開
場
12
時
15
分
）

■
場
所
／
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館

（
水
戸
市
千
波
町
１
９
１
８
）

■
内
容
／
子
守
唄
コ
ン
サ
ー
ト
、
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
、
講
話 

増ま
す

岡お
か

弘ひ
ろ
し

氏
（
声
優
）「
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家

を
通
じ
た
家
族
・
子
育
て
論
」

■
問
合
先
／
茨
城
県
保
健
福
祉
部
子

ど
も
家
庭
課
（
☎
０
２
９-

３
０
１

-

３
２
６
１
）

11
月
13
日
（
土
）
は
『
県
民
の
日
』

　
県
内
で
施
設
入
場
料
な
ど
の
優
遇

措
置
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
郷
土
い
ば
ら
き
の
自
然
や
歴
史
、文

化
の
再
発
見
に
お
出
か
け
に
な
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
問
合
先
／
桜
川
消
防
署
（
☎

０
２
９
６-

75-

３
５
９
２
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

老
朽
消
火
器
の
回
収

桜
川
消
防
署

　
茨
城
県
消
防
設
備
協
会
で
、
老
朽

消
火
器
を
回
収
い
た
し
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
７
日
（
日
）
９
時
〜

12
時

■
場
所
／
桜
川
消
防
署
、
真
壁
分
署

■
費
用
／
消
火
器
に
よ
っ
て
金
額
が

異
な
り
ま
す
。（
６
型
〜
20
型
は
１

本
１,
０
０
０
円
）

■
問
合
先
／
桜
川
消
防
署
（
☎

０
２
９
６-

75-

３
５
９
２
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
み
か
ん
狩
り

桜
川
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ

■
日
時
・
場
所
／
11
月
27
日
（
土
）

り
期
間
２
月
４
日
（
金
）
〜
３
月
３

日
（
木
）
ま
で
は
毎
日
）

■
貸
出
所
／
Ｊ
Ｒ
岩
瀬
駅
前
受
付

所
、
旧
真
壁
駅
前
受
付
所

※
注
意 

自
転
車
の
乗
り
捨
て
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
各
受
付
所
に
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

■
貸
出
時
間
／
９
時
〜
17
時
（
貸
出

し
は
16
時
ま
で
）

■
料
金
／
無
料

■
台
数
／
岩
瀬
駅
前
10
台
、
旧
真
壁

駅
前
10
台

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
内 
桜
川

市
観
光
協
会
（
☎
０
２
９
６-

55-

１
１
１
１
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

下
館
・
結
城
都
市
計
画
に
関
す

る
公
聴
会
の
開
催

茨
城
県
土
木
部

　
都
市
の
将
来
像
を
示
す
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
に
あ

た
り
、
住
民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
く
た
め
、
公
聴
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　
な
お
、
公
述
申
出
者
が
い
な
い
場

合
は
、
公
聴
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

■
日
時
・
場
所
／
11
月
26
日
（
金
） 

15
時
30
分
〜 

筑
西
合
同
庁
舎 

分
庁

舎
２
階
会
議
室
（
筑
西
市
二
木
成

６
１
５
）

■
申
出
方
法
／
意
見
を
述
べ
る
こ
と

を
希
望
す
る
方
は
、公
述
申
出
書（
問

合
先
に
あ
り
ま
す
。）
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
】
〒
３
１
０-

８
５
５
５ 

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８-

６ 

茨
城

県
知
事 

橋
本
昌
（
茨
城
県
土
木
部

都
市
局
都
市
計
画
課
扱
い
）

■
申
出
期
間
／
11
月
11
日
（
木
）
〜

19
日
（
金
）（
必
着
）

■
公
述
人
の
決
定
／
公
述
申
出
者
が

多
数
の
場
合
、
意
見
内
容
を
考
慮
の

う
え
代
表
者
を
選
考
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
原
案
の
閲
覧
場

所
・
問
合
先
／
茨
城
県
土
木
部
都
市

局
都
市
計
画
課
（
☎
０
２
９-

３
０
１-

４
５
９
２
）、
桜
川
市
都

市
整
備
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
、
内
線
１
１
６
５
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

平
成
22
年
度 

秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動

桜
川
消
防
署

　
全
国
統
一
防
火
標
語
「
消
し
た
か

な 

あ
な
た
を
守
る 

合
言
葉
」
の
も

と
、
今
年
も
秋
の
火
災
予
防
運
動
が

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図

り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢

者
な
ど
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生

を
減
少
さ
せ
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
運
動
期
間
／
11
月
９
日
（
火
）
〜

15
日
（
月
）

■
重
点
目
標
／
①
住
宅
防
火
対
策
の

推
進 

②
放
火
火
災
、
連
続
放
火
火

災
の
予
防
対
策
の
推
進 

③
特
定
防

火
対
象
物
な
ど
に
お
け
る
防
火
安
全

対
策
の
推
進 

④
製
品
火
災
の
発
生

防
止
に
向
け
た
取
組
み
の
推
進

　税・保険料は納期内に納

めるようにしましょう。

　また、納め忘れがなく

簡単で便利な口座振替制

度をご利用ください。

11月納期の
税・保険料

・・・・・

固定資産税　　　　３期

国民健康保険税　　５期

後期高齢者医療保険料　５期

納期限／11月 30日（火）

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

募
　
集

　市民の皆様の声を行政に反

映するために、市長と語り

合ってみませんか。話題はな

んでも結構です。

■日時／ 11 月 22 日 ( 月 )

　 13 時～ 16 時

■ 場所／真壁地区 桜川市公

民館樺穂分館（真壁町長岡

621 番地）

■ 問合先／秘書広報課（☎

58-5111・75-3111 代表）

※ 次 回 ／ 12 月 20 日 ( 月 ) 

岩瀬地区 羽黒農村環境改

善センター

市長と語ろう！

「市民の日」



12
月
の
乳
幼
児
健
診
・
育

児
健
診

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
４
～
５
か
月
児
育
児
相
談

・
対
象
／
Ｈ
22
・
６
月
、
７
月
生

・
日
程
／
12
月
１
日
（
水
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
21
・
12
月
生

・
日
程
／
12
月
13
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

護
者

・
日
程
／
12
月
８
日
（
水
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ

オ
ル
１
枚
、
お
ね
し
ょ
パ
ッ
ト
ま

た
は
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、
麦
茶
や

湯
冷
ま
し
な
ど
の
水
分
や
ミ
ル
ク

（
要
予
約
）

12
月
の
成
人
健
康
づ
く
り

■
総
合
健
康
相
談

・
対
象
／
母
子
、
成
人

・
日
程
／
12
月
２
日（
木
）、22
日（
水
）

・�

会
場
／
健
康
推
進
課（
岩
瀬
庁
舎
）、

真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・�

受
付
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時
30

分
※
子
ど
も
の
計
測
、
栄
養
相
談
は
要

予
約12

月
の
献
血

■
12
月
10
日
（
金
）

・
会
場
／
カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
岩
瀬
店

・
受
付
時
間
／
13
時
30
分
～
16
時

■
12
月
17
日
（
金
）

・
会
場
／
市
役
所�

真
壁
庁
舎

・�

受
付
時
間
／
10
時
～
12
時
、
13
時

～
15
時
30
分

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
21
・
４
月
、
５
月
生

・
日
程
／
12
月
14
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯
ブ

ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み
が

き
用
）

真
壁
地
区
の
方

■
３
～
５
か
月
児
育
児
相
談

・�
対
象
／
Ｈ
22
・
７
月
、
８
月
、
９

月
生

・
日
程
／
12
月
２
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
１
歳
児
健
診

・�

対
象
／
Ｈ
21
・
10
月
、
11
月
、
12

月
生

・
日
程
／
12
月
22
日
（
水
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付
し

た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

12
月
の
母
と
子
の
健
康
づ

く
り

■
楽
し
い
子
育
て
教
室

・�

対
象
／
生
後
２
～
４
か
月
児
と
保

12
月
の
精
神
保
健

■
精
神
保
健
デ
イ
ケ
ア

・
日
程
／
第
１
、２
、３
火
曜
日

・�

開
催
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時
30
分

・�

内
容
／
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ど
う

ぞ
。（
要
予
約
）

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

・
日
程
／
12
月
６
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
13
時
～
15
時

・�

内
容
／
精
神
保
健
福
祉
士
が
担
当

し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。（
要

予
約
）

12
月
の
休
日
応
急
診
察
医

療
機
関

12
月
５
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
山
王
病
院

・
住
所
／
岩
瀬
42

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

０
６
０
０

12
月
12
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
田
崎
内
科
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
田
２
６
８

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

２
５
１
１

12
月
19
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
阿
部
田
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
亀
熊
１
２
３-

１

10さくらがわ　2010.11.111 さくらがわ　2010.11.1

健康ガイド
《問合先》健康推進課 ☎58-5111・75-3111（代）

12月分

Health�guide
・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
３
０
５

12
月
23
日
（
木
）

・
医
療
機
関
名
／
鏑
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
住
所
／
加
茂
部
４-

１

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

76-

３
１
３
１

12
月
26
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
根
本
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
真
壁
２
０
２

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
０
２
７

12
月
29
日
（
水
）

・
医
療
機
関
名
／
千
勝
医
院

・
住
所
／
本
木
１
６
０
２-

５

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

５
０
１
０

12
月
30
日
（
木
）

・�

医
療
機
関
名
／
つ
く
し
野
ク
リ
ニ

ッ
ク

・
住
所
／
真
壁
町
椎
尾
２
０
２
２

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

20-

７
７
５
５

12
月
31
日
（
金
）

・
医
療
機
関
名
／
延
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
住
所
／
東
飯
田
６
０
０

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

５
０
５
８

※
当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場
合
は
各

庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
確
認
の
う
え
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　『
心
筋
梗
塞
と
脳
卒
中
』

��������

～
動
脈
硬
化
に
よ
っ
て
起
こ
る
怖
い
病
気
を
予
防
し
よ
う
～

■
日
時
／
11
月
28
日
（
日
）
10
時
～

■
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
　
大
会
議
室

■
講
師
／
渡わ

た

辺な
べ�

重し
げ

行ゆ
き�

先
生
（
筑
波
大
学�

臨
床
医
学
系
教
授
）

■
問
合
先
／
真
壁
医
師
会
事
務
局
（
☎
０
２
９
６-

24-

８
７
８
８
）

市
民
公
開
講
座
の
お
し
ら
せ
　
主
催
〈
真
壁
医
師
会�

桜
川
支
部
〉

市
民
健
康
講
座
生
募
集
（
後
期
分
）

　
市
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
次
の
健
康
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時
／
13
時
30
分
～
15
時
（
健
康
推
進
員
に
よ
る
受
付
開
始
13
時
～
）

■
募
集
人
員
／
１
０
０
人
（
各
教
室
）

■
申
込
期
間
／
各
教
室
の
開
催
日
前
日
ま
で
電
話
に
よ
り
受
付
い
た
し
ま
す
。

■
申
込
先
／
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り
係
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
２
３
５
１
）

平
成
22
年
度

開
　
催
　
日

場
　
　
　
所

講
　
師
　
名

内
　
　
　
容

12
月
15
日（
水
）
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

筑
西
市
　

み
ぞ
ぐ
ち
皮
膚
科
医
院

　
　
溝
口 

将
之
　
先
生

か
ゆ
み
・
乾
燥
肌
の
予
防
と

対
策

平
成
23
年

１
月
19
日（
水
）

大
和
中
央
公
民
館

県
西
総
合
病
院

整
形
外
科
医
長

　
　
中
川 

司
　
先
生

骨
太
人
生
を
目
指
そ
う

骨
粗
鬆
症
の
予
防
と
対
策

２
月
２
日（
水
）
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

リ
ン
パ
セ
ラ
ピ
ス
ト

　
　
工
藤 

千
香
子
　
先
生

か
ら
だ
の
さ
び
を
取
り
除
く

い
き
い
き
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー

ジ

２
月
25
日（
金
）
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
シ
ト
ラ
ス
）

社
会
福
祉
法
人

光
風
会
精
神
保
健
福
祉
士

　
　
齋
藤 

悟
　
先
生

う
つ
病

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

３
月
17
日（
木
）
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

筑
西
市

関
谷
眼
科

　
　
関
谷 

栄
規
　
先
生

中
高
年
の
目
の
病
気
（
緑
内

障
）
に
つ
い
て

※
講
座
の
内
容
に
よ
り
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
・
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
の
指
導

が
あ
り
ま
す
。（
講
座
に
よ
り
食
生
活
改
善
推
進
員
の
予
防
試
食
が
あ
り
ま
す
。）

�

糖
尿
病
か
ら
身
を
守
る
　

　
　
　�

講
座
参
加
者
募
集

　
毎
日
の
生
活
「
食
べ
る
」、「
歩
く
」

こ
と
か
ら
糖
尿
病
に
つ
い
て
学
ん
で

い
く
講
座
で
す
。

■
日
時･

内
容

①
11
月
18
日
（
木
）
／
あ
な
た
の
歯

の
噛
む
カ
ム
チ
ェ
ッ
ク（
歯
科
医
師
・

歯
科
衛
生
士
）

②
12
月
５
日
（
日
）
／
糖
尿
病
の
お

話
（
医
師
・
管
理
栄
養
士
）

③
1
月
14
日
（
金
）
／
バ
ラ
ン
ス
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
研
究

所
指
導
員
）

④
2
月
22
日
（
火
）
／
希
望
者
の
み

血
液
検
査（
個
人
負
担
金
５
０
０
円
）

散
策

対
象
者
／
30
～
64
歳
位
ま
で
の
方
、

血
糖
値
が
高
い
と
い
わ
れ
た
方
、
家

族
に
糖
尿
病
が
い
る
方

な
る
べ
く
す
べ
て
に
参
加
で
き
る
方

■
場
所
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
時
間
／
①
、
③
は
13
時
30
分
～

15
時�

②
、
④
は
９
時
30
分
～
11
時

30
分

■
募
集
定
員
／
30
人

■
募
集
期
限
／
11
月
16
日
（
火
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
健
康
推

進
課�

健
康
づ
く
り
係(

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
２
３
５
５
）
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子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
期
間
中
の

８
月
16
日
〜
22
日
、
日
本
（
ひ
た
ち

な
か
市
）
と
大
韓
民
国
（
済さ

い

州
し
ゅ
う

道ど
う

）

を
会
場
に
「
第
14
回 

日
韓
青
少
年

夏
季
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
事
業
は
、
２
０
０
２
年
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
・
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
日

韓
共
同
開
催
決
定
を
機
に
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
両
国
の
親
善
・
友
好
と

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
に

（
財
）
日
本
体
育
協
会
が
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
、
桜
川
市
か
ら
は
、
バ
レ
ー

ボ

ー

ル
（

小
・

中

学

生

）

で

豆ま

め

う

だ

ま

り

ん

生
田
舞
鈴
さ
ん
（
真
壁
小
６
年
）、

山や
ま
な
か
い
つ
き

中
樹
さ
ん
（
桃
山
中
２
年
）、

吉よ

し

だ

ひ

か

り

田
妃
佳
利
さ
ん
（
同
校
３
年
）
の

３
人
が
韓
国
へ
と
派
遣
さ
れ
出
場
し

ま
し
た
。

　
日
本
の
会
場
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
男
子
（
小
・
中
学
生
）
に

金か
な
ざ
わ
り
ょ
う

澤
遼
さ
ん
（
樺
穂
小
６
年
）、

鈴す

ず

き

ま

さ

や

木
晶
也
さ
ん
（
茨
城
中
２
年
）
が
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
（
小
・
中
学
生
）

に
は
日ひ

ゅ

う

が

ち

ほ

向
千
帆
さ
ん
（
真
壁
小
６

年
）、
雨あ

ま

が

い

か

り

ん

谷
果
林
さ
ん
（
岩
瀬
東
中

３
年
）
の
４
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
市
内
か
ら
出
場
し
た
７
人
の
選
手

は
、
そ
れ
ぞ
れ
各
種
大
会
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
、
今
回
の
選
抜
入
り
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
全
員
が

「
と
て
も
良
い
経
験
を
し
ま
し
た
。

韓
国
の
選
手
と
交
流
試
合
の
ほ
か
に

も
観
光
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
ま
た
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
韓
国
の

友
だ
ち
と
交
流
も
で
き
、
本
当
に
楽

し
い
夏
休
み
の
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

☆
出
場
し
た
選
手
の
皆
さ
ん

（
上
段
は
韓
国
に
派
遣
、
下
段
は
国
内
会

場
で
韓
国
選
手
を
迎
え
出
場
し
た
選
手
）

岩瀬東中 3年　雨谷 果林さん

桃山中 3年　吉田 妃佳利さん 真壁小 6年　豆生田 舞鈴さん

茨城中２年　鈴木 晶也さん

桃山中 2年　山中 樹さん

真壁小 6年　日向 千帆さん 樺穂小 6年　金澤 遼 さん

市
内
の
小
・
中
学
生
が

〝
ジ
ャ
パ
ン
〟の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
交
流
試
合

～
日
韓
青
少
年
夏
季
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
～
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　「
昨
年
の
秋
は
驚
き
ま
し
た
よ
。」

　
そ
う
語
る
の
は
「
青
木
ま
ほ
ろ
ば

会
」
の
寂
室
純
敬
さ
ん
（
青
木
地
区

／
薬や

く

お

う

じ

王
寺
住
職
）。

　
２
年
前
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
人
の
来

る
こ
と
の
な
か
っ
た
薬
王
寺
に
、
昨

年
の
秋
は
、
１
０
０
０
人
を
超
え
る

人
が
訪
れ
た
そ
う
で
す
。

　
薬
王
寺
の
境
内
に
入
る
と
、
樹

齢
４
０
０
年
の
大
き
な
モ
ミ
ジ
の

木
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　
気
の
合
う
人
た
ち
と
、
そ
の
モ
ミ

ジ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
試
み
た
と
こ

ろ
、
闇
の
中
に
美
し
い
モ
ミ
ジ
の
姿

が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
、
薬
王
寺
の
モ
ミ
ジ
の

話
は
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
昨
年
は
市

外
な
ど
か
ら
も
大
勢
の
人
が
訪
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
寂
室
住
職
と
仲
間
た
ち
は
、昨
年
、

ま
ち
づ
く
り
グ
ル

ー
プ
「
青
木
ま
ほ

ろ
ば
会
」
を
作
り
、

薬
王
寺
周
辺
の
環

境
整
備
に
取
り
組

み
始
め
ま
し
た
。

　
気
候
の
よ
い
時

期
に
は
、
本
堂
も

開
放
し
、
大
学
生

た
ち
が
発
表
会
の

会
場
に
使
う
な

ど
、
い
ろ
ん
な
人

た
ち
が
集
う
場
所
と
な
り
ま
し
た
。

　「
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
こ
ん
な

に
人
が
来
て
く
れ
る
な
ん
て･･･

面

白
い
で
す
ね
。
春
に
は
、
桜
を
見
に

来
る
人
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
う

そ
う
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
は
、

た
く
さ
ん
の
ウ
グ
イ
ス
も
鳴
く
ん
で

す
よ
。」
と
寂
室
住
職
。

　
今
年
の
秋
は
、
真
っ
赤
な
モ
ミ
ジ

の
下
で
、
青
木
ま
ほ
ろ
ば
会
の
皆
さ

ん
と
「
ま
ち
づ
く
り
談
議
」
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
モ
ミ
ジ
情
報
】

　
今
年
も
「
青
木
ま
ほ
ろ
ば
会
」
で

は
、
薬
王
寺
境
内
に
あ
る
樹
齢

４
０
０
年
の
大
モ
ミ
ジ
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

モ
ミ
ジ
の
状
況
に
つ
い
て
は
薬
王
寺

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
薬
王
寺
／
☎
０
２
９
６-

58-

６
４
２
７

ま
ち
づ
く
り
は
楽
し
い
も
の
で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
は

企
画
課
市
民
協
働
推
進
室
（
☎

０
２
９
６-

20-

６
３
０
０
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
＆

　
　
　
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

■
日
時
／
12
月
18
日（
土
）12
時
30
分

■
集
合
／
桜
川
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
（
桜

川
筑
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
そ
ば
）

※
バ
ス
で
筑
西
市
に
あ
る
下
館
ミ
ナ

ミ
ボ
ウ
ル
へ
向
か
い
ま
す
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
は
湖
畔

閣
（
上
野
沼
湖
畔
）
で
行
い
ま
す
。

■
募
集
／
30
歳
～
45
歳
ま
で
の
独
身

男
女
各
16
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

■
会
費
／
男
性 

３,
５
０
０
円
・

女
性 

２,
５
０
０
円

■
申
込
開
始
／
11
月
16
日
（
火
）

■
申
込
先
／
い
ば
ら
き
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
９-

２
２
４-

８
８
８
８
）

企
画
課
市
民
協
働
推
進
室（
桜
川
市
羽
田
９
８
９-

１

桜
川
市
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」
内
）

☎
０
２
９
６-

20-

６
３
０
０

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

vol.7

あ 
な 

た

桜
川
ス
テ
キ
人 

寂せ
き

室む
ろ 

純
じ
ゅ
ん

敬け
い

さ
ん
（
青
木
ま
ほ
ろ
ば
会
）

モ
ミ
ジ
な
ど
の
見
学
者
に
、
少
し
で
も
気
分
よ
く
時
間
を
過
ご
し
て
も

ら
お
う
と
境
内
の
清
掃
に
も
手
抜
き
が
な
い
寂
室
住
職

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
暗
闇
の
中
に
浮
か
び
上

が
る
薬
王
寺
の
樹
齢
４
０
０
年
の
大
モ
ミ
ジ
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真壁中央公民館
《児童図書》
おばけシリーズ（全４巻）　　　　　　　 川端　　誠 著
借りぐらしののアリエッティ　　メアリー ･ノートン 作　宮崎駿 脚本
みつばちハッチ　ー勇気のメロディー　　竜の子プロダクション 原作
きな子（見習い警察犬）　　　　　　　　 ひろはたえりこ 作
牛をかぶったカメラマン　　　　　　　　レベッカ・ボンド 作
もっと大きなたいほうを　　　　　　　　二見　正直 作
だっこのおにぎり　　　　　　　　　　　長野ヒデ子 作・つちだのぶこ 絵
《一般図書》
あんじゅう（三島屋変調百物語事続）　　 宮部みゆき 著
先生のあさがお　　　　　　　　　　　　南木　佳士 著
奇跡の学校　　　　　　　　　　　　　　石塚　耕一 著
終わらざる夏（上・下）　　　　　　　　 浅田　次郎 著
完本池波正太郎大成（全 31巻）　　　　　池波正太郎 著
池上彰の学べるニュース　　　　　　　　池上　　彰 著
くじけないで　　　　　　　　　　　　　柴田　トヨ 著

【今月のお薦め本】

その手に１本の苗木を
～マータイさんのものがたり～

クレア・Ａ・ニヴォラ 作
／柳田邦男 訳

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

55-

１
１
１
１

岩瀬中央公民館
《児童図書》

「和」の行事えほん [ 英語版 ] ①春と夏の巻　　髙野　紀子 作

「和」の行事えほん [ 英語版 ] ②秋と冬の巻　　髙野　紀子 作

温暖化が進めばどうなる？　　　　　　　西岡　秀三 監修

ストップ！温暖化　　　　　　　　　　　西岡　秀三 監修 

《一般図書》

魚で料理自慢　　　　　　　　　　　　　熱田　陽子 編集

伝記・反逆と情熱　　　　　　　　　　　瀬戸内寂聴 著

人は何で生きるの　　　　　　　　　　　レフ・トルストイ 著

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北御門次郎 訳

イワンの馬鹿　　　　　　　　　　　　　レフ・トルストイ 著

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北御門次郎 訳

【今月のお薦め本】

読む日本の歴史
（日本をつくった人びとと文化遺産）

古川　清行 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

大和中央公民館
《児童図書》

おおきな木　　　　　　　　 シェル・シルヴァスタイン／村上春樹 著

だじゃれ日本一周　　　　　　　　　　   長谷川義史 著

獣の奏者　外伝　刹那　　　　　　　　　上橋菜穂子 著

天と地の守り人（第２部）　　　　　　　 上橋菜穂子 著

ヒックとドラゴン（２）深海の秘宝　　　クレジッタ・コーウェル 著

《一般図書》

悪人　上・下　　　　　　　　　　　　　吉田　修一 著

中原の虹（第１・２巻）　　　　　　　　 浅田　次郎 著

往復書簡　　　　　　　　　　　　　　　湊　かなえ 著

マリアビートル　　　　　　　　　　　　伊坂幸太郎 著

【今月のお薦め本】

これからの「正義」の話をしよう
いまを生き延びるための哲学

マイケル・サンデル 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７
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文
芸 

さ
く
ら
が
わ

　
俳 

句

【
桜
川
市
岩
瀬
「
萩
」
俳
句
会
】

冷
ま
じ
や
文
箱
に
夫
の
残
し
文

鈴
木 

た
か
子

柿
落
ち
て
狢

む
じ
な

鳴
き
交
ふ
闇
の
底

小
林 
啓
治

バ
ス
停
の
時
刻
ま
ば
ら
に
草
紅
葉

荻
原 

勅
彦

吾
に
ま
だ
叉さ

銃
の
記
憶
胡
麻
を
干
す

藤
田 

凡
鐘

子
等
の
声
遠
く
に
あ
り
て
望
の
月

小
林 

フ
ク

柿
の
葉
に
昨よ

夜べ

の
雨
粒
小
鳥
く
る

三
代 

み
ち
よ

五
七
忌
の
隣
家
の
漏
れ
灯
ち
ち
ろ
鳴
く若

色 

寿
美
女

髪
型
を
変
え
て
初
秋
の
小
旅
行

金
田 

と
う
女

わ
が
膝
に
寄
る
猫
親
し
終
戦
忌

渡
辺 

い
し

夕
顔
の
ひ
ら
く
刻
待
つ
無
の
時
間

入
山 

ひ
ろ
子

秋
の
蝿
鈍
る
老
い
の
手
も
て
あ
そ
ぶ

永
瀬 

ち
い

水
の
声
地
の
声
雨
の
返
り
花

細
谷 

充
女

遺
言
を
書
こ
う
か
宵
の
天
の
川

萩
原 

き
し
の

【
茂
山
俳
句
会
】

筆
ま
め
な
友
の
絵
手
紙
秋
ざ
く
ら

田
崎 

信
子

秋
と
い
ふ
安
ら
ぎ
を
知
る
翳
り
か
な

今
井 

繁
子

帰
燕
し
て
軒
に
空
し
さ
置
き
去
り
に

海
老
沢 

静
夫

名
月
を
池
に
写
し
て
無
人
駅

向
後 

礼
子

花
野
よ
り
花
野
へ
漕
げ
る
車
椅
子

松
崎 

い
ま

刈
り
後
の
野
辺
広
々
と
天
高
し

大
関 

く
に

覚
め
て
す
ぐ
筑
波
見
る
癖
鰯
雲

鈴
木 
ノ
ブ
子

看
取
り
た
る
十
指
い
た
は
り
夏
果
て
ぬ

宮
本 

芳
江

狗え

の

こ

ぐ

さ

尾
草
見
え
な
い
風
を
見
せ
て
を
り

吉
原 

秀
子

花
野
来
て
ひ
と
り
に
余
る
夕
ご
ご
ろ

井
坂 

洋
子

踏
み
出
せ
し
八
十
路
の
宵
や
虫
時
雨

笠
倉 

陽
子

秋
夕
焼
似
顔
描
く
石
捜
し
け
り

泉 

健
作

釣
好
き
に
鯔ぼ

ら

跳
ね
て
ゐ
る
寂
峰
忌

竹
林 

て
る

そ
ろ
そ
ろ
と
座
敷
へ
上
が
る
秋
日
か
な

鶴
見 

菊
江

鳴
く
声
の
さ
び
し
さ
籠
る
帰
燕
か
な

植
田 

祥
雲

父
母
の
世
は
火
を
豪
勢
に
鎌
祝

飯
山 

昭

【
一
般
投
稿
】

遠
花
火
ぐ
ず
い
う
孫
を
支
え
つ
ゝ

廣
瀬 

宣

　
俚 

謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

村
の
鎮
守
の
祭
り
の
宴
皆
ん
な
笑
顔
で
和
む
里

岩
瀬 

き
み
子

寒
く
な
い
か
と
男
が
ぽ
つ
り
肩
に
し
ぐ
れ
の
お
ん

な
橋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

稲
葉 

建
正

心
浮
れ
る
錦
繡
の
衣
燃
え
る
里
山
し
ぐ
れ
月田 

哲
人
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広報 No.123 11 月１日発行 　10 月 10 日（日）、常総市を会場に県西地区

の 10 市町から14 の消防団が参加して、「第 61

回茨城県消防ポンプ操法大会 県西地区大会」

が開催されました。桜川市からは、第 31・32・

33 分団が出場し、見事な操法を披露しました。

　大会は、消防団員の技術向上を目的に行われ

るもので、約 60 メートル先の的に向かってポン

プ車からホースを伸ばし放水し、一連の動作や

的を倒すまでの時間、正確性で競われました。

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（☎58-5111・75-3111 ／内線 1268）までお申込みください。

【 表　紙 】

古ふ
る

橋は
し 

優ゆ
う

愛あ 

ち
ゃ
ん
（
写
真
左
）

 

平
成
20
年
９
月
４
日
生

若わ
か

林
ば
や
し 

七な

海み 

ち
ゃ
ん

 

平
成
22
年
４
月
29
日
生

（
真
壁
町
飯
塚
地
区
）

古ふ
る

橋は
し 

遥は
る

翔と 

ち
ゃ
ん
（
写
真
右
）

 

平
成
22
年
３
月
７
日
生

（
東
飯
田
地
区
）

っ ！ぁお き れくな

お
と
う
さ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　
お
胎
の
中
に
い
る
頃
か
ら
、

元
気
に
動
き
ま
わ
っ
て
い
た
七

海
は
、
よ
く
笑
い
よ
く
泣
き
元

気
い
っ
ぱ
い
！

　
私
た
ち
に
、
た
く
さ
ん
笑
顔

を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
存
在
で

す
。

お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　
二
人
の
ひ
孫
に
い
や
さ
れ

日
々
幸
せ
で
す
。
ひ
孫
た
ち
が

優
し
く
素
直
に
成
長
さ
れ
る
こ

と
を
願
う
の
み
で
す
。

　
今
月
号
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
「
わ

が
家
の
な
ん
で
も
自
慢
」
第
１
段
。

高
森
地
区
で
パ
ン
製
造
・
販
売
「
小こ

麦む
ぎ

畑ば
た
け

」
を
営
ん
で
い
る
中な

か

野の

義よ
し

一か
つ

さ

ん
宅
か
ら
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
デ
コ
レ

ー
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
」
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　
中
野
さ
ん
の
家
は
、
毎
年
ク
リ
ス

マ
ス
が
近
づ
く
と
自
宅
や
樹
木
な
ど

庭
一
帯
が
、
た
く
さ
ん
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
で
飾
り
つ
け
ら
れ
、夜
間
、

近
く
の
県
道
を
通
り
か
か
っ
た
方
な

ら
誰
も
が
目
に
し
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
始
ま
り
は
、
15
年
ほ
ど
前
と
話
し

て
く
れ
た
ご
主
人
。
以
来
、

毎
年
飾
り
付
は
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
、
最
近
で
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
。

一
層
華
や
か
な
光
景
と
な
っ

て
お
り
、
近
所
の
方
た
ち
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
中
野
さ
ん
は
、「
見
物
さ
れ

る
方
は
歓
迎
し
ま
す
。
敷
地

内
に
車
を
止
め
、
ゆ
っ
く
り

見
学
し
て
い
た
だ
い
て
も
結

構
で
す
よ
。」
と
、
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
点
灯
時
間
は
毎
年
、
11
月

初
旬
か
ら
12
月
25
日
ま
で
の

17
時
～
23
時
頃
で
す
。

　
是
非
、
ご
覧
に
な
っ
て
み

て
は
！

中
な か

野
の

さん宅
ち

の
なんでも自慢

～家全体をクリスマス

デコレーション～
夜間、県道東山田・岩瀬線を真壁方面から国道 50号線に向かい、台山高森工業団地入
口信号機を過ぎると、正面に輝きを放っている中野さん宅（昨年の模様）
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